
【用語解説】 
■漁港および漁場の整備等に関する法津 
・水産物消費の大幅な減少等の課題に対応するため、従来の漁港漁場整備法（漁港及び漁場
整備主体の法律） 
の一部を改正し、名称も変更したもの。主な改正点は次のとおり。 
①漁港施設に水産物の販売及び配送等の機能を担う施設等を追加。 
②長期的かつ計画的に漁港施設等を活用して水産部の消費増進や交流促進に資する事業の
実施を推進する制度を創設。 
■特定漁港漁場整備事業計画 
・漁港及び漁場の整備に関する法律においては、地方公共団体が施行する漁港漁場整備事業
のうち、重要なものとして農林水産省令で定める要件に該当するものを、「特定漁港漁場整
備事業」と規定している。 
【要件】 
（１）計画事業費が１事業につき２０億円を超えるものであること 
（２）漁港の整備を含む事業にあっては、当該漁港を利用する漁船の隻数等が相当程度見込
まれるものであ 
ること 
■漁港 
・漁港漁場整備法に基づき、利用範囲により第１種から第４種に区分されている。 
第１種は利用範囲が「地元漁業」を主とするものをいう。第２種は「近隣地区を含むやや広
い範囲」、第３種は「全国的利用範囲」、第４種は「離島その他辺地にあって漁場の開発・避
難上特に必要」を規定されている。 
■防波堤 
・外海から来襲する波浪を遮り漂砂や潮汐流の影響を防ぎ、港内を静穏に保つために設置さ
れる構造物をいう。 
■岸壁 
・漁船を係留させ、漁獲物の陸揚げ、漁業生産用資材の積み卸し作業等を行うために、水際
に築造される構造 
物いう。 
■産卵礁 
・産卵に適した耐久性構造物を設置し、ヤリイカやミズダコなどの産卵・増殖を促す物をい
う。 
■魚礁 
・天然の好漁場の近傍に、耐久性構造物を設置し、魚類の棲み場・餌場・産卵場となる場を
造成し、好漁場の拡大を行うものをいう。 
■改良 



・既存施設に対して、機能の増大を図るため形状・構造等を変えること。 
■補修 
・効用が低下している既存施設に対して、機能の回復を図るために形状・構造等を戻すこと。 
■空m3 
・魚礁として投入する各単体ブロック等の外接面によって囲まれた容積をいう。 


